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送電線路の静電容量
二線間の静電容量

• 二線間の静電容量の定義

– 単位電位差あたりの導体上の電荷

• 二導体間の電位差
– 導体a上の電荷qaによる電圧降下

– 導体b上の電荷qbによる電圧降下

– 重ね合わせ
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送電線路の静電容量
大地の影響

• 大地を完全導体平面とした
場合，電界分布は大地が
ない場合と異なる
– 大地帰路の架空送電線

• 鏡像を考える

– 大地から等距離，大地の
逆側

» 同じ大きさ，極性の
異なる電荷を持つ

– 大地は等電位面となる

– 各相の中性点に対する静電
容量を求める
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送電線路の静電容量
大地の影響

• 導体1,2,3上の電荷qa,qb,qcによる電圧降下

• 鏡像1’,2’,3’上の電荷-qa,-qb,-qcによる電圧降下

• 電圧降下の合計
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送電線路の静電容量
大地の影響

• 撚架した場合の電圧
– 1→a,2→b,3→c

– 1→c,2→a,3→b

– 1→b,2→c,3→a
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送電線路の静電容量
大地の影響

• 撚架した場合の平均電圧
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送電線路の静電容量
大地の影響

• 撚架した場合の平均電圧
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送電線路の静電容量
大地の影響

• 撚架した場合の平均電圧

– 同様にac間の電圧
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送電線路の静電容量
大地の影響

• 撚架した場合の平均電圧

– 中性点に対する相電圧
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送電線路の静電容量
大地の影響

• 撚架した場合の平均電圧

– 中性点に対する相電圧

– 静電容量
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送電線路の静電容量
多導体送電線

• 二導体の三相回路
– D12>>d

• D12±d≒D12
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送電線路の静電容量
多導体送電線

• 相間電圧ab

– 撚架した場合の対地静電容量
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送電線路の静電容量
多導体送電線

• インダクタンス導出時のGMRと同様に
– 二導体 GMR

– 三導体GMR

– 四導体GMR
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